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平平成成 2266 年年度度 組組織織・・機機構構概概要要説説明明

平成２６年度は、管理職の定年退職に伴う世代交代に対応するため、フルタイム再任用職員を管理職に登用するなど、増大する事務事

業に対応しつつ、市の重点施策の実現を効率良く推進し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進することのできる体制としました。

平成２６年度は、前年度末に３８名の退職（定年退職３２名、勧しょう退職６名）がありましたが、年度による採用者数の不均衡を是

正するため、既に平成２５年度において定員管理計画に基づき、平成２３年度水準の職員数を一時的に超える新規採用を行ったところで

す。このため、今年度は新規採用を３３名に抑制するとともに、再任用職員を積極的に活用するなど適正な人数の職員採用と効率的な人

員配置に努めてきた結果、職員数は定員管理計画より２名少ない５２２名としました。 

主要な内容（組織） 

● 組織全体では、組織マネジメントを強化するとともに、全庁横断的な取組みや部の特定課題に対応するため、課長兼務の次長をす

べて専任化しました。また、フルタイム再任用職員を管理職として９名登用し、大量の管理職の定年退職後も組織力を維持できる

体制としたほか、管理職への女性登用を高め、男女共同参画社会に対応する職員構成に努めました。これにより女性管理職の登用

状況は、次長級で２名増の３名(15.8％)、課長職で１名増の４名(6.8％)となり、全体で３名増の７名(7.9％)となりました。

● 総務部では、職員の人事管理等を掌握する次長級の再任用管理職を「人事参与」として新たに配置します。さらに、「総務課」に

教育施設を除く市の施設の整備・改修・維持管理等を掌握する担当を新たに設置し、課長級の主幹を配置しました。

● 生活環境部では、市民活動センターの開設に向けて、現在の「生活安全・市民活動室」を再編し、新たに「市民活動推進室」を設

置し、室長には次長級の再任用管理職を配置します。また、廃棄物対策室は行政内部の連携を勘案して「環境課」を編入し、あら

ためて「環境政策室」として設置します。

● 保健福祉部では、「国民健康保険課」と「医療給付課」を統合し、新たに「国保医療課」とします。また、「子ども家庭課」を２課

に分割し、新たに「子ども総務課」と「子ども家庭課」とします。

● 建設部では、「都市整備室」を、次長が所管する課として改編しました。 

● 教育部では、「教育総務課」と「教育指導課」を統合したほか、「図書館」と「郷土資料館」を所管する「図書館長」を配置し、館



長には次長級の再任用管理職を配置します。

● 農業委員会事務局では、新たに事務局次長に課長級を配置します。 

● 消防では、消防署の「消防１課」、「消防２課」及び「救急指令課」を統合・再編し、さらに毎日勤務の「消防課長」と「救急指令

課主幹」を置くことで、常に交代勤務である現場職員との意思疎通を密に取ることを可能としました。

異動に際しては、増大している事務事業の中、市全体の配置職員数の見直しや再任用制度を最大限に活かすとともに、関係各部と

の組織・機構に対する聞き取りや職員の意向調査を実施し、希望者とは面談を十分に行い、職員の意識高揚及び適材適所の配置に努

めながら行いました。 

今回の異動者総数は３１９名となり、昇任者は部長級４名、次長級１１名、課長級１８名、主査級１９名の計５２名となります。 

職員数の内訳

職 名 平成 25 年度職員数 平成 26 年度職員数 異動者数 昇任者数 備    考 

部 長 級 １３（１２）名 １２（１１）名 １０ 名 ４ 名

次 長 級 ２２（２１）名 １９（１９）名 １６ 名 １１ 名

課 長 級 ５９（５８）名 ６１（５９）名 ４５ 名 １８ 名

主 査 級 １６７（１６６）名 １５８（１５７）名 ７０ 名 １９ 名

スタッフ ２６７（２６７）名 ２７２（２７２）名 １７８ 名 ― （新規採用者３３名） 

正規職員 計 ５２８（５２４）名 ５２２（５１８）名 ３１９ 名 ５２ 名

再任用職員 ４４名 ５５名 ５５ 名

  ※（ ）内の数字は道からの派遣職員を除き、市から派遣される職員を含めた、定数管理上の市正規職員数。


